
ボランティアヴJL－プ �個人ボランティア 

日　時 �3月16日（水）10：00～ �3月16日（水）13：00～ 

内　容 �登録・活動上の留意点など �各ボランティア活動の説明など 

場　所 �グループ・個人ともに、ふれあいプラザ4階 

申込み �新規グループは前日までに要予約 �不　　　要 

～兵庫県ボランティア市民活動災害共済～

安心してボランティア活動をするための保険です。

掛け金：1人500円と600円（天災型）の2種類

補償期間：4月1日～翌年3月31日

※3月1日（火）より平成28

」 
～　赤い羽爬共同募金・歳末定すけあい運動　～ 

穿ざまのご支芽によク解季度宕瘡を上厨クまとカ。あクが∠クございまとカ。 

蓋赤葦金グ歳竃欝動 
地域福祉を推進するための責重な財源として活用させていただきます。 

E 

～平成27年度県民ボランタリー活動助成交付申請締切迫る～

締　切：4日lB（金）
ヱン′グー＿安螢遅効を受払　まだ前者署を′兼題上野のクループ線お草月尤

ボランティア虜蓼センターまでご署盟乙でぐだぎい。

腰必財夕顔の受付ばできません。

1申込み・問合せ／川西市ボランティア活動センター　TEL：072－759－5200　FAX：072－759－5203，；
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市ボランティア連絡協議会h（∨連）∧からのお知らせ

平成28年度∨連役員担当グループは次の通りです。

＊手話サークル　クロー八　　　　　　塗

＊要約筆記サークル　川西サマリー

＊点字グループ　りんどう　　　　　　習
一年間よろしくお願いします日　　　雇

杭　＿　　＿　．【二　．＿」．】　．＿　　＿＿，，＿▼＿　　▼．．＿，＿　　＿　　　　　　＿

∨連未加入グループの方
一緒に活動しませんか？

バス研修や講座もあり、他の

グループとも交流ができます。
お待ちしています！げげ㌦

ナ〆lヨ
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－－　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　■一一■

率軌敬啓躯鰍啓啓穏啓啓㊧登磯辱叡尊轡診療敬惨率

帝昏施菖紀ついて（5回自）
平成30年1月に竣工し、4月から新施設での活動が始まるであろう複合施設。

ハード面については昨年、市・社協・業者との話合いが一応終わりました。

川西市ボランティア連絡協議会（∨連）が要望していた活動拠点面積150「刑ま

10％減になりましたが、各室の配置等については∨連の意見をほぼ取り入れてもらえました。

次は施設のソフト面ですが、室料や駐車場料金が有料化になるとボランティアグループには非常に厳しい

ものがあります。∨連加入グループ9団体は各グループ会員の会費と社協からの補助金を中心に、運営・活

動しています。資金源が少ないボランティアグループが望むことは室料等無料の現状維持で活動できること

です。有料化になれば、会員や依頼者の方々の経済負担が大きくなり、活動に支障をきたしてきます。

また、次世代のボランティアも安心して活動できるように無料化を目指して話し合っています。

これらの意見をまとめて、∨連担当者が社協ボランティア活動センター運営委員会・理事会・評議員会で

提議していきます。今後も∨連や加入グループの運営状態を理解してもらうと同時に、今後も活動が継続で

きるよう望んでいます。

ボランティア活動相談

貌離掛凱紛酎啓執事啓啓添準増車億零替啓蟄∵愛

ボランティア活動を始めようとしている方を　≡

対象に活動の紹介や内容の説明を行っています0　≡
廷　　日　時：毎月第3土曜日13：30～15：30　　妻

…　　場　所：ふれあいプラザ3階　　　　　　≡
塗

上記以外は平日9：00～17：30の間　　　　　…

ボランティア活動センターで受付けています　　眉

「他」の居場所
■ヨ■御■ぜ1　■　■　■　111　■　■　1tll l　■　■　11　■　t　■　t

心の病気を抱えている方やご家族の方　　　　∃

≡ひと。で悩まないで気軽にお立ち寄。くだ乱lo≡

日　時：毎月第1水曜日（祝日は休み）

場　所

も　主　催

13：30一一15：30

ふれあいプラザ4階

「心」

中軸ヰ
ほほえみサロン

引きこもり当事者やご家族の方
お茶や音楽でくつろぎながら一緒に

過ごしませんか。

日　時：毎月第3土曜日
10：00～12：00

場　所：ふれあいプラザ4階
主　催：ほっとほほえみ
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手話サークル「クローノて」・「パピヨン」

川西市消防本部から「聴覚障がい者に対する緊急時対応の研修」の依頼が
川西ろうあ協会にありJそれに「クローノて」と「パピヨン」が協力し、
昨年10月末出前講座を開催しました。

靡Illコ＝士
これまでに地震や火災、病気や事故が起きた時、消防職員は聴覚障がい者とコミュニケーション

が取れず大変困ったそうです。当日は聴覚障がい者の体験談と事前に作成した『緊急場面を想定
したビデオ』をもとにロールプレイを行いました。2時間という短い時間でしたが、聴覚障がい
者について少し理解していただけたのではないでしょうか？近隣の猪名川町・宝塚市の消防署か
らも参加があり、2日間で約90名の職員、聴覚障がい者とサークル員約40名が関わりました。今

後、緊急時にスムースに対応できることを期待しています。

の簡単レ，ピ「べったら漬け」三三＿禦至讐警
●　●　●　しこ二・●　●　●　●、＿二日　●　●　●　●　÷－ヨ　●

材　料　大根　500g　　牛乳　30cc　　酢　30cc

砂糖　908　　塩　153
＊お好みで刻み昆布やとうがらし、柚子を入れてもいい。

作り方1）大根は食べやすい大きさにスライス（いちょう切り）する。
2）保存袋に調味料と大根を入れてもみ込む。
3）冷蔵庫で保存後、2～3日で食べられる。
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いろいろ喘報版

障がし1者児プールサイドボランティア募集

日　時：4月24日（日）10：00～12：00

場　所：市民温水プール
内　容：障がい者児のプール体験のボランティア

申込み：川西市ボランティア活動センター

締　切：4月15日（金）

条　件：水着着用、水着の上にシャツやハーフパンツなどの着用可
化粧不可

交通費：500円支給

人　数：3名

河畔瑚　ごぞんじどすかたこのマーク　庵7曳聖が攣海薄

聴覚障害者標識

聴覚障害であること
を理由に免許に条件
を付されている方が
運転する車に表示す
るマークです。

肢体不自由である
ことを理由に免許に
条件を付されている
方が運転する車に表
示するマークです。

身体障害者標識

危険防止のためやむを得ない場合を除き、これらのマークを付けた車に幅寄せや

割り込みを行った運転者は、道路交通法の規定により罰せられます。

【お問合せ先】社会福祉法人川西市社会福祉協議会　川西市ボランティア活動センター
〒666－0017　jtl西市火打1－1－7ふれあいプラザ3階　TEL：072イ59－5200　FAX：072－759－5203

EメT）L／：vc＠k－Shaky0．0r．jp URL：http：〝www．k－Shaky0．0r．jp／
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を
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象
に
し
た
恒
例
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行
事
の
ひ
と
つ
で
す
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地
域
の

方
々
も
「
お
手
伝
い
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
プ
ロ
ン
を
手
に
仲

間
入
り
。
　
　
　
　
　
　
せ
い
ろ
う

火
を
お
こ
し
た
か
ま
ど
に
蒸
籠
を
の
せ
て
も
ち
米
を
蒸
す
。

蒸
し
あ
が
っ
た
も
ち
米
を
石
臼
に
入
れ
、
い
よ
い
よ
待
ち
に

待
っ
た
餅
つ
き
の
始
ま
り
で
す
。
掛
け
声
と
と
も
に

ペ
ッ
タ
ン
ペ
ッ
タ
ン
。

杵
が
宙
を
舞
っ
て
い
る
間
に

ぬ
れ
た
手
水
で
も
ち
を
ひ
っ
く
り
返
す
。

子
ど
も
た
ち
も
順
番
に
つ
く
。

杵
を
持
つ
の
が
や
っ
と
の
子
ど
も
に
は

本
人
が
つ
い
て
い
る
よ
う
に
側
で

手
伝
う
大
人
た
ち
。

子
ど
も
た
ち
は
「
つ
け
た
ー
・
つ
け
た
－
・
」
と
う
れ
し
そ
う
な
顔
。

早
く
食
べ
た
い
と
そ
わ
そ
わ
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
。

そ
の
横
で
は
折
り
紙
を
折
っ
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
す
る
子
も
い

ま
し
た
。一口
大
に
ま
る
め
ら
れ
た
き
な
粉
餅
と
砂
糖
じ
ょ
う
ゆ
餅
。

何
度
も
お
代
わ
り
し
て
ま
し
た
。
大
根
お
ろ
し
と
醤
油
を
か
ら
め

た
餅
は
子
ど
も
に
は
人
気
が
な
く
大
人
向
き
で
し
た
。

道
行
く
方
に
「
つ
き
た
て
餅
ど
う
ぞ
」
と
声
を
か
け
る
と

「
あ
り
が
と
う
。
い
た
だ
き
ま
す
！
」

「
え
っ
～
。
い
い
ん
で
す
か
？

お
父
さ
ん
、
お
餅
頂
き
ま
し
ょ
う
よ
」

「
昔
は
、
年
末
に
は
ど
こ
の
家
で
も
や
っ
て
ま
し
た
ね
～
」

老
若
男
女
入
り
交
り
ウ
イ
ウ
イ
、
バ
ク
バ
ク
食
べ
な
が
ら
懐
か
し

い
昔
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

つ
き
た
て
餅
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
お
互
い
に
膨
ら
ん
だ

お
腹
を
横
目
で
チ
ラ
っ
と
見
な
が
ら
満
足
満
足
。
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